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官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）に係る実施体制
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官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）概要

 官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）は、総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）の司令塔機能

を強化するために、平成30年度に創設（100億円） 。

【目的】
民間研究開発投資誘発効果の高い領域又は財政支出の効率化に資する領域への
各府省庁施策の誘導を図ることを目的とする。

【事業概要】

○ ガバニングボードは、領域を設定し、予算の配分等に強い権限をもった領域統括の下、統合イノベーション戦

略に基づく各種戦略の実現に必要な施策を、トップダウンで決定。対象施策に係る研究開発の加速、新規研

究開発課題の前倒し等に必要となる経費を、内閣府より追加配分。＜研究開発型：平成30年度より実施＞

[ 令和２年度領域：AI技術、建設・インフラ維持管理／防災・減災技術、バイオ技術、量子技術 ]

○ 国立大学における民間資金獲得についても推進することにより、官民の研究開発投資を誘発。＜システム

改革型：令和元年度より実施＞。

○ スタートアップ・エコシステム拠点形成による創業環境整備を推進することにより、スタートアップを支援し、官

民の研究開発投資を誘発。＜令和２年度より実施＞

○ イノベーション創出につながる官民研究開発投資の拡大。

○ 民間資金・寄付金など外部資金を拡大できる経営基盤
の形成による、大学等に対する企業の投資額の増大。

○ スタートアップ・エコシステム拠点の形成による、スタートアッ
プへの投資額の増大。
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